
本講座は，地すべり専門書でもこれまであまり書かれ

ていなかった，地すべりが発生したときの地すべり現象

の把握と判断・対応，また継続観測へ繋げるための地す

べりの監視と予測方法の具体的事例，発生初期段階での

応急対策等について，経験豊富な技術者たちが具体的事

例に基づきこと細かく解説したものです。地すべりが発

生して，現場に駆けつける経験の浅い若手技術者にとっ

て，この講座が地すべりに対する適切な判断と対策がと

れるための一助になれば幸いです。この講座が始まって

からちょうど２年になります。途中この講座を発案され

た�日さくの白石さんのご逝去もありました。白石さん
の遺志をついで，何とか講座を最後まで終えることがで

きました。関係各位の協力があったればこそで，ここに

お世話になった皆様に深く感謝致します。

（原稿受付２００７年６月２１日，原稿受理２００７年６月２１日）
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１ １． 講座をはじめるにあたって 阿部真郎（奥山ボーリング），白石秀一（日さく） ４２－３号

２ ２． 地すべりの前兆現象 阿部真郎（奥山ボーリング） ４２－３号
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３．１地表踏査 その１
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４３－１号

７ ４． 監視と予測
４．１初期動態観測

土佐信一（国土防災） ４３－２号

８ ４．２崩壊予測と適用例 木村隆俊（アイエスティ），横山昇（アイエスティ） ４３－３号

９ ４．３警戒避難基準 木村隆俊（アイエスティ），横山昇（アイエスティ） ４３－４号

１０ ４．４モニタリング 山田正雄（国土防災） ４３－５号

１１ ５． 応急調査・応急対策工の計画
５．１調査ボーリングの配置計画
５．２ボーリングに付随する調査およ

び地中動態観測

山崎勉（国土防災） ４３－６号

１２ ５．３すべり面の判定 山崎孝成（国土防災） ４４－１号
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